
伝統を守る@
鍔り師

あっし

・一之瀬濃さん

(50歳・鍛冶町)

かんざし、~;}_II~ め、きせる(煙7n

などの金具を細工する職人合鍔り師

tいl'，之i有iさんは先代から統〈
35{1'.のベテランです。今では、rn金
Jlr:. 1)11 [J rジュエリー・リフォーム」

など tいった打fJd:'叫げていますが、
「製品がf旨輪、オ、ックレス、ブロー
チに変わっただけで、仕事!付谷は!?

t同じだねエJ 1:， ~づち、金床{た

たき台)をなでるようにj蒋きながら、

こう切り1'1'1しました。

この |二1(2 ) I ，1 11) は、客ヵ・ら依
頼されたもので、純すその小:1可ILiじ念
品)をi存かして‘I~nちのf行事量仁する

作業。(金の)能力・し、たたき、 ロー

ノレ機による1111ぱし、 .]"iよ・合わせ、 切

Itli'、ろう付け、!??きなど、前'jJl1なも

06 
のでもざっと 1() IJ".H主要するとか。
「純全 (2<1全)は軟らかL、ので¥

800度はどで溶ける。プラチナは、 1， 

000度ぐ らいかなアJL小判全般ぷ
バーナーでj存カ・しながら緊張れ昧に

訴します。 ;令え 1 ，lil まったイ止は、全J~

に ì~かれ、 全づちで1!1I 1事に1nf(1，何

千1111とたたカ・れます。 トントン、 ト

トン。 トントン、 トトン…。 rl、つ

も、これでいいということはないな

ア。毎1"1が研究だねエ」 と引代の紡

り職人!i訪れ院です。



冬
か
ら
容
に
か
け
て
は
、

火
災
の
多
い
時
期
だ
と
聞

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
最

近
の
市
内
の
火
災
状
況
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

⑥1 
火
災
は
、
冬
か
ら
わ
が
光

;・

f
f
}
-
F
!
?

仁
・
力
十

τu-wmN
カ

h

ー

を
泌
じ
て
抗
も
多
い
の
合

ご
わ
作
じ
で
す
か
。
こ
の
附
則
は
明
ハ
叫

が
蛇
縦
し
、
強
胤
が
吹
く
な
ど
、
火

災
が
花
作
に
し
や
す
い
条
件
が
そ
乃
丹

て
い
ま
す
ま
た
川
町
.M品
川
ハ
を
他
う

な

E
、
火
を
賊
う
機
会
が
多
く
な
り
、

そ
れ
だ
け
に
、
九
ょ

っ
と
し
た
火
へ

の
.
小
山
ぷ
が
大
き
な
火
災
に
勺
な
が

り
ま
す
。

川
ド
成
五
年
、
.
年
川
に
起
き
た
火

災
は
百
.卜
r
札
件
(
前
年
比
・
・

1
い
九
件

内
i

，。
z
l
M
T
d
U
&本
氏
b
g
H
U
-
L
Pぃ
l
.
1
し
ト
}
日
可

釘
川
、

k
引
パ
J
宮
u
p
h
G
不
安
"
す
』
「

J
l
E
J
1
I
N
V
-

U
川、

8

叫帆附.山中
1
た
り
で
は
.
千
.

ド
川
八
卜
九
川
.
で
し
た
。
こ
れ
は
山
年

に
比
べ
、
総
日
制
て
八

.h
九
卜
州
万
川
、

.
川
一
川
中
l
た
り
で
・
:
れ
八
川
明
え
て

レ
ま
寸
必
ま
た
、
火
災
に
よ
る
.
先
持

は
間
人
(
ぃ
パ
ト
瓦
段
以
上
・
入
、
問

卜
必
代
-
入
、

一.
.
卜
必
代
・
-
人
)
で
、

小川
年
に
比
べ
:
・
人
柄
え
て
い
ま
す
。

「
グ
ラ
フ
①
」
を
比
る
と
、
:
・
川
と

川
川
に
火
災
が
比
中
し
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
「
グ
ラ
フ
吃
正
で

は
、
他
物
火
災
の
山
火
.
山
川
が
ガ
ス

コ
ン
ロ
に
よ
る
い
パ
・
小
・
り
な
べ
な
ど
の

過
熱
、
ス
ト
ー
ブ
な
.
ど
阿
川
出
川
ハ
に

よ
る
火
災
が
引
い
叱
ち
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
火
災
の
多
く
は
、
日
ご
λ
の
心

が
け
し
だ
い
で
、
か
な
り
防
ぐ
こ
と

が
.
で
き
る
の
で
す
。
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1
2
毎
年
三
月
に
「
春
の
火

4
E
h
M
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
ふ
だ
ん
か
ら

火
災
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
二
と

に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
て
し
よ
う
か
。

ょでに，lllj ち
るの ii火れ
も た い災ま
の き まな 寸
が 火 T t 。火 t')
tや 川?を こ 災 IliJ今
く た・17合の f'じ(1・
、ぱ.-め{手防 H む
!瓜 こ-Uた:ま)!li11 Jl 
の の な 巡 1111tIJ ま JJ
強 不 l;耐火 」 で
、始 、を ・Ii.が -， 11 
H末 1，10] iTi・.'X作 (火l
ゃに j立 山 II( 施 v) カ・

~1'~の用心

T7μト

位
叫
し
た
け
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
凡
ぷ

す
る
よ
う
に
し
て
く
た
さ
い

火
災
が
起
こ
る
と
、
初
制
消
火
に

夢
中
に
な
っ
て
、

避
難
す
る
時
期
を

失
づ
た
り
、
花
比
す
る
の
が
遅
れ
る

ニ
と
か
・ら、

州
に
ま
か
れ
て
.
略
化

山
長
・
中
心
で
.化
亡
寸
る
危
険
制
れ
が
U
H
川

く
な
り
ま
す
の
火
災
か
ら
生
命
を
守

る
た
め
に
、
特
に
高
齢
者
は
避
難
し

や
す
い
部
屋
で
休
む
な
ど
の
・
し
た
を

し
ま
し
ょ
う

3
U
.火
災
に
な

内
た

ら、

炎
が
天
井
に
触
れ
た
と
き
に
は
、

い
ち
早
く
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い

主寝たぱ乙や、たばこ

の投げ捨てをしない

玄子どもには、マッチ

やライターで遊ばせ

ない

f司風の強いときは、た

き火をしない

~.天ぷらを場げるとき

は、その場を磁れな

し1

国家の周りには燃えや

すいものを置かない

謝与、ろの空たきをレな

l.¥ 

Zストーブには、燃え
やすいものを近づけ

ない

31 (56 ， 4~) .拘火災

数別件
上田市

伺 (36.4%)

モの他の火災

3 

4，.8・かまど 02.9%)

災種
平成5if

グラフ②

建物火災の原因別件数
平成5年 上回市

火

グラフ(3)

41iS1火のJ1い
<12.9%J 

市の動き

7臼趨国西デイサービスセンター
関所式{舞回・旧泡回函保育園)

11日中国・滋江省寧波市からの震
業研修生受け入れ式(沈定蜜さん・

30歳、鐘国勇さん・ 30銭)/上田
市主任児童委員委嘱・3:t付式 (15
人)

12田市民と市畏の目/よ田市都市
計画審議会

15日成人式(市民会館・ 1.775人)
16日消防出初め式(一中から市民
会館までパレード) 北国街道・
柳町保命水環湯量産備窃幾鍍露完成
式(毎日町自治会館)=写真下=

24日 オーストラリア・ピクトソア
州訪日図が表敬訪問 (6人)

25日全国市長会(東京)
26日太郎山を語る会(登山回数上
位15.人)
278 r創造の森』鐙備事業起工式
(東纏回・重富山観音堂)

羽田上田市母子寡婦福祉会(勤労
者福祉センター)

31日 上信超自勧事iI11まカ、現地視察

"-'1月~

ラ吟、、

-戸

市民と市長の日
竺コ eヲ 午前9B寺
.J月6 日⑧ ~正午

市長室
( Ili役所3防)

込
実ぷらなべを扱うときは要注意 まず消防署へ火災を発見したら、

16 2. 広報うえだ6.(3] 



(
医
)
院
の
受
付
で
は

保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
/

ι
2
人
保
健
で
医
療
が

，F
J

受
け
ら
れ
る
の
は

老
人
保
健
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
上
田
市
に
住
所
が
あ
り
、
次

に
当
て
は
ま
る
場
合
、
で
す
。

①
七
十
歳
に
達
し
た
月
の
翌
月
か
ら

(
誕
生
日
が

一
円
の
場
合
は
そ
の
月

か
ら
)

②
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
で
、

一
定
の
防
唯
一
けが
あ
り
、
市
長
の
認
定

を
受
け
た
人
(
認
定
を
受
け
た
月
の

iおい.すさんへ|
...:1子にかカ川

圃・~­圃‘ るには・・・|一町一

円
い
ん
・
的

判
け
か
ら
。
山岬叫ん必
け
が
.
日
の
場
合

は
、
そ
の
日
か
・わ
)

お
阿
川
帆
引
き
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

医
療
交
給
者
証
(
健
康
手
帳
)
と
保

険
証
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

-
"
の
よ
う
な
と
き
は

、
市
町
村
の
窓
口
へ

転
出
す
る
と
き
は
、
受
給
者
証
は

い
日
川
齢
者
福
祉
課
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
後
は
、

k
川
市
で
交
付
し
た
受

給
者
証
は
使
川
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

手 工、ソヴ

ポイント

マ
保
険
証
、
健
康
手
線
、
医
療

受
給
者
証
を
必
ず
持
参
し
ま
し

ょ』つ。
マ
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
病

院
め
ぐ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
薬
を
む
や
み
に
欲
し
が
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

-
V

お
医
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係

を
無
視
す
る
と
、
治
療
が
無
鉱

に
な
る
，ば
か
り
か
、
大
切
な
医

療
費
を
浪
費
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

伝
川
光
の
市
医
町
村
で
新
し
く
交
付

し
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

一
円
皮
、
仁
川
市
へ
転
入
す
る
，
す
定

、
て
も
、
転
出
時
に
は
必
ず
お
返
し
く

だ
さ
い
。
転
入
時
に
新
し
い
受
給
者

証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
健
康
保
険
じ
加
入

し
た

t
き
や
、
保
険
証
の
記
号
・
番

号
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
新
し
い
保

険
証
と
印
鑑
を
高
齢
者
福
祉
課
ま
で

持
参
し
て
、
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

、・.、
12 

10 

" 
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e押びatt前e比上田市，
';". '-1舗

-2.62 

m 
抑制曲刷回目確Ii:t 3 内'!t

期》

25 

w 

3 ，年壇‘2 "' 楠抽

上手につきあう “ポイント"

[41 16 

健康でい念いきとした毎日を

2. 

-高齢者福祉課

(内線1624)

広報うえだ6.

-過去に副作用の経験者

受診跨に副作用の症状、

薬の名前などがわかれば医

師に話しましょう。そのた

めにも薬をもらうときは、

ぜひ薬の名前を聞くように。

-復数の病院にかカ、るとき

他のところの処方薬があ

れば、医師に見せるように。

同じ薬の霊復や、飲み合わ

せによる薬の事故を防ぐこ

とができます。



• フ-
・
1
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皆さんの

け呆険税
(国保Q&AJ

圃・・・・・・図u-;ヨEヨE藩ミヨI.... r.，，;酪畑町狩姐園・U3.・E・

健康を支え

よしお「つ-'fsマ1
1A31411凹
す 11寺保険 の
るに険~ 1去 よ 国
即j交税の本 う保
け心~ 1m nせな (
f干しと人に制国
いていIf.' (;J:度民
の iえヵ・が 、な健
制縦らお向の康
!主機の IL f呆 で保
で |悶 flい{す険
すに Jll.に 同か)
。か全 /1'，民?と

かでし健 は
れ、{'i'Mt 
るむう{呆 ど

「
川
斗
一

国
保
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
加
入

ワ

川
』
す
る
の
で
す
か
?

「

1
4
川
以
は
、
必
ず
い
ず
れ
か
の
以
保
保

証

」
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
他
の
限
療
保
険

(
健
出
保
険
や
共

済
組
合
な
ど
)
に
加
入
し
て
い
な
い
人
(
例
え
ば

れ
れ
業
の
人
や
会
社
を
単
純
し
た
入
、
ア
ル
バ

イ
ト
や
パ

ー
ト
川
崎
の
人
な
ど
}
は
、
本
人
の

立
忠
に
か
か
わ
・わ
ず
、
必
ず
同
保
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
川
川
一
国
保
の
加
入
や
脱
退
の
手
続
き
は
、

口
1
一
だ
れ
が
、

い
つ
す
る
の
で
す
か
?

寸
パ

一

附

帯

、.
k
(
京
版
、
で
も
よ
い
)
が
、
必

-A
I
ト
問
日
以
内
に
市
役
所
に

5
2

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
・
え
ば
、
動
指
先

の
会
社
な
ど
で
は
、
凶
似
の
手
続
き
ぞ
い
っ
さ

い
し
ま
せ
ん
の
で
、
退
職
し
て
健
康
保
険
の
適

川
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
同
保
の
加
入
手
続

き
が
必
.
袋
、
て
す
。
ま
た
、
枕
峨
し
て
健
康
保
険

の
泌
川
に
な

っ
た
場
介
に
は
、
川
川
悼
の
脱
溢
下

山
刊
き
が
必
挺
に
な
り
ま
す
。

tJ刷rm
険 1以』ーー.JL____j 
税ド免許II ど
lま税を卜.の 保
、喜子雌 111よ険
次諜 f~~ rliう税
の 税すがな 宙
よしる nヰ見宮
うてた .111.金主主
にいめすなま
し ま の駅

，保
てす!日 I~~ て険
決 。i民総す

本 I 、税
め の 'l'lカ )
ら 1mの ?と
れ人必は

ま 111:~ 

国保は 1人ひとりの健康を支えます

ー

そ

の

年

に

予

測

・

後

保

険

者

の

険
税

H

|

国
の
負
担

l

j

F
:

さ
れ
る
医
療
貸

4

自

己

負

担

ま
た
、
法
税
内
容
は
次
の
川
引
け
で
す
。

①
均
等
割
・
・
・
世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算

ご

人

当

た

り

一
万
五
百
円
)
②
平
等
割
・
:

一
附
崎
中
I
た
り
の
稲
(
.
附
峠
中
l
た
り

↓
万
.

下
円
}
③
所
得
割
:
・
険
引
の
加
入
計
の
前
年
の

所
仰
に
出
じ
て
計
算
⑪
資
産
割
・
:
附
慌
の
加
入

打
の
均
年
度
の
同
定
資
序
.
税
制
に
応
じ
て
計
算

こ
れ
ら
四
項
目
の
合
計
が
、

一
年
間
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
税
鮪
で
す
。

「
川
引
)
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
ど
う
な
り
ま

司

直

す

か

。
ま
た
滞
納
し
た
ま
ま
市
外
へ
転

出
し
た
場
合
は
?

「
』

保
険
税
は
、
医
療
費
支
払
い
の
た
め

「
U
に
に
必
.
裂
な
傾
を
み
ん
な
で
負
判
し
て
い

ま
す
の
で
、
滞
納
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
滞
納
す

る
と
制
度
上
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負
相
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
一
日
川
瀬
療
養
費
、
助
・
極
官
、
人

間
ド
ッ
ク
補
助
金
な
ど
の
支
給
制
は
滞
納
税
制

に
光
て
ま
す
の
で
文
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て

滞
納
税
制
の
ほ
か
、
行
促
手
数
料
と
延
郎
令
が

加
わ
り
、
ま
た
滞
納
処
分
の
た
め
、
勤
務
先
へ

の
給
与
調
査
、
取
引
先
(
得
意
先
)
へ
の
取
引

澗
究
、
金
融
機
関
へ
の
資
産
調
主
な
ど
を
行
レ

ま
す
の
で
、
社
会
的
地
伏
や
じ
問
を
失
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
転
出
し
て
も
滞
納
税
額
は
減

少
せ
ず
、
逆
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、

前
記
と

同
様
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

受診者に

補助金を人間ドック
b対象 35歳以上の市民で国保の
加入者、または国保加入者以外でも

効成制度がない人や、 下記の補助額

より低額の人 b補助額 ①1泊E
自ドック=20.000円@半日ドック=
10.000円 t>申繍に必要なもの ω 
倹査費用領収・@保険証③印鑑⑥口

座番号のわかるもの t>問い合わせ

国保年金課(内線1367)、保健予防
諜(内線1373)
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きれいな選挙ー贈らない・求め怠い・受けとら怠いー-投票日は、ぜひ家族全員で・心がけよう

脅
投
票
で
き
る
人

性
河
川
口
引
ゎ
代
、
満
-
.
ト
殺
以
卜
Jι

、

.，

.
~
J
?
L
t
・

-
-
-
I
l
-
-ー
l
n
H
a
λ
h
uヲ
‘
、
，
、

41パ
M11白
1
11

1
1
1
u
y
d
ヵ
.
L
i

引
き
続
き
し仁
川
市
に
住
ん
で
い
て
、

作
以
牧
村
仰
が
な
さ
れ
、

さ
ら
に
選
挙

人
日
怖
に
枝
川
附
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

な
お
、
位
決
日
ま
で
に
転
出
し
た

人
は
、
入
場
券
が
郎
川
止
さ
れ
て
む
位

以
で
き
ま
せ
ん
。

宵
市
内
に
転
居
さ
れ
た
人

.. け

.. 卜
・h
H
山
川
ま
で
に
山
内
で

保
刈
を
移
し
、
出
役
所
ぃ
山
以
ぷ
か
り
作

之
所
で
r
N
・
へ
の
下
川
町
主
が
河
川
ん
で
い

る
人
は
、
析
し
い
作
所
地
の
佐
川
出
所

/
L
位
以
、
て
き
ま
寸
。

・
81
・.ト

h
1
l
u
l
去
っ
打
h
v以

J

'

l

l
i
f
L
l
l
e
 

M
折
は
、
前
作
所
地
の
机
以
来
所
で
机
以

来
し
て
く
だ
さ
い
。

上

田
責
投
票
で
き
な
い
人

選
予
人
u
h
符
に
枝
川
持
さ
れ
て
わ
、
て

む
、
現
-Z
に
は
そ
こ
に
住
A
て
い
な

い、人

側
例
え
ば
、
大
山
下
な
ど
に
修
山
下

の
た
め
、
仕
民
州
4

がを
L

仁
川
山
に
抗
い

た
ま
ま
市
外
仁
川
似
し
て
い
る
人
は
、

人
均
挙
が
郵
送
さ
れ
て
む
托
出
で
き

ま
せ
ん

貴
入
場
券

口
県
刈
の
・
ヘ
均
珍
は
、
全
白川
郎
込

に
よ
丹
て
お
川
け
し
ま
す
。
-
人
均
券

は
、
郎
川
山
は
が
き
.
牧
に
似
品
川
下
仰

の
問
日
辿
ぶ
と
な
行
て
い
ま
す
の
で
、

一
人
ず
つ
切
り
離
し
て
批
県
所

へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
、

へ
州
場
券
が
川
か
な
い
州
場
へ
け
で
も
、

選
挙
人
民
簿
に
崎
収
録
さ
れ
て
い
る
人

は
投
来
て
き
ま
す
が
、
投開ふ
け
近
〈

巾

長
に
な
司
て
む
川
か
な
い

L
Eさ
は
、
選

札予

mwm安
比
九
五
(
内
線
l
G
7
1
・

1
・b
7
2
、
打
線
2
0
り

G
l
)

お
川
い
へH
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
投
票
で
き
る
時
間

位
以
附
川
は
午
前
じ
時
か
-h
午
徒

六
時
ま
で
で
す
た
だ
し
、
制
川
、

"
H
t
1
、
z
〈
、、、・
i
u
h
I
レ凡ド、

f
r
s
T
a
、J
ι
，

M
川
け
い

l
」・

J
H
t
J
U
Aサ
市

2
J
4
u

，，

投
出
所
は
午
降
・
h.
時
ま
で
で
寸

川
村
山
は
な
る
べ
く
川
十
め
に
、
時
間

の
ふ
い
小
怖
を
み
て

'υ
い
ま

L
ょ
う

-R投票
の
し
か
た

-
投
票
の
順
序

段
以
刈
て
は
、
先
仁
し
仁
川
市
長
選

乍
の
位
以
を
消
ま
せ
、
次
に
上
川
市

，
A
会
議
日
制
欠
選
乍
の
持
決
を
泊
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

-
投
票
の
方
法2巽

ξ吾
---;;;;1一一

上
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

ー
上
田
市
長
選
挙
・
・
・
い
ぶ
り
よ
性
出
で

す
か
-h
、
次
の
仕
出
川
紙
を
山
川
し

て
、
粍
納
行
氏
お
覧
に
肌
以
内
ボ
ソ
内
陥
え

付
け
の
ゴ
ム
印
、
て

O
印
を
押
し
て
持

出
し
て
く
だ
さ
い
。

，、、

市銀iH (投療用紙はa色紙に~..)

‘句tHI.t・ω同101!叫"，'1111す
.1:陶"'・a・.1.，1111‘見本
I ~i 空パし ll;4
‘'陣 、‘ - .h ~ 

~. r空:v j'; 
，..・ dt " 
リ!・f
，"， '.':: "!! 
....句・ ~ :~ 

・"'j.r" 
jや:1"'1 
.... ， ~ 
け:1¥ ~ 

u
n

尚

昆

氏

れ(;  

A 

6 

v 

@

憾

の

帥b--
の

u
u
n
m
 
u--
B

=

 

e
z
J
 

ム

L

4
4

・
の

印

す

印

O
S

O
て

"

の
L

U

付
閉
じ

.
世
圃

A 

2
上
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
・
・
・
1

什

品
川
式
佐
川
出
で
す
か
・打
、
次
の
批
判
ボ
川

紙
を
使
川
し
て
、
版
刷
れ
の
氏
%
を

汗
い
て
持
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市織備選(役票用紙は桃色紙に費量制}

.1:18司磨鰻舎.働・・"..・彼自.JIl威見事

r Iふ
t 

"‘-;，. ~民
:i ~ . ・・ ・ a 令 r..r.. 
;ーで...，" 
1， ~- I~ 
M ¥:. -i.'且、r.'~J 
.• _J 

? 1.¥.. t!I 
続内
a l_ 
， 
'ー・.・，"... 
6 ;: 
ιy ， . 
a、. 

h-ι
ハdR
抗争，“
‘

-
自
分
で
書
け
な
い
人
な
ど
は

川
い
れ
は
、

h
H
分
で
品
川
〈
ニ
と
が
川
町

川
で
す
が
、
下
に
け
が
を
し
て
い
た

り
、
下
を
知
・
ら
な
い
で
H

川
け
な
い
、

ま
た
は

O
印
を
押
す
‘
』
と
が
で
き
な

い
と
さ
な
ど
は
、
投
出
品
川
の
係
が
代

わ
巧
て
川
レ
て
(
印

te押
し
て
)
代

叫
す
る
・
』
と
が
で
き
ま
寸
。

M

怜
山
訟
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
、
迫
感
な
く
山
中
し
山
て
く
だ

.、

。

匂
明
じ
'
、

投
票
日月

日
(日)
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金
主
ま
、

2
2
川
町
川
一五
八
の
-h

J
J
i

J
J
|
、
I
l
i
-
-

れ
た
投
京
刈
J

て
投
以
す
る
の
が
阿
川

で
す
が
、

投
摂

刊
に
円
分
の
投
票

医

外
で
仕
事
を
し
て

い
る
と
か
、
市
外

へ
旅
行
し
て
い
る
と
か
、

病
れ
や
山

口以
な
ど
で
・入
院
し
て

E
う
し
て
も
花

束
刈

へ
行
け
る
見
込
み
の
な
い
人
は
、

不
点
打
投
出
制
伐
を
ご
利
川
く
だ
さ

い
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
む
例
外
的

な
も
の
で
す

の
で
、
次

の
よ
う
な
町

山
が
必
袋
、
で
す
。

宵
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

マ
投
県
川
仁
、
れ
八
M

の
以
内4
・似
の
似

域
外
で
、
腕
務
ま
た
は
来
務
に
従
引

小・
の
人

マ
や
む
を
行
な
い
川
訪
の
た
め
、

ぃ山

外

に
旅
行
ま
た
は
間
伐
小
の
人

マ
投
来
日
ま
た
は
そ
の
出
後

に
、
下

術
や
山
一此
な
ど
が

f
之
さ
れ
て

い
て、

候
術
者
の
氏
名
、

絵
版、

政
兄
な
ど

を
船
出
似
し
た
選
挙
公
械
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
自
治
会
長
谷
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
、
会
肘
併
に
配
似
し
ま
す
が
、

自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
れ
怯
い
な
ど
の

碍
山
で
、
市
川
地
似
送
述
を
希
慨
す
る
人
は
、

事
前
に
巡
山
挙
管
内
委
HU
会
に
お
巾
し山山

段
四
引
け
に
投
票
所

へ
行
く
の
が
附
鰍

t
r州心
さ
れ
る
人

マ

「
・Ar
代
行

政
出

の
で
き
る
施
詑
」

の
折
本
を
受
け
た
病
院
や
施
ぷ
に
人

っ
て
い
る
人

実
不
在
者
投
票
の
手
続
き

-
上
田
市
で
投
票
を
行
う
場
合

①
入
場
券

(
川
い

て

い
る
と
き
)
と

印
慌
を
持

っ
て
選
準
竹
町
安
川叫
ん
ぶ
前

(山
役
所
内
階
)
へ

。
投
河
川
け
に
投

民
所
へ
行
け
な
い
崎
山
を
、

山川
崎パ
汗

(
選
栄
作

m委
以
会
に
あ
り
ま
す
。)

に
い.H
い
て
い
た
だ
き
ま
す
の

⑦
汁
d
A比
H

が
M
1
N

き
終
わ

っ
た
・'り
、
投

州
市
川
紙
を
お
泌

L
L・-
ま
す
の
で
、
そ

の
坊
で
投
回心
し
て
く
だ
さ
い
。

-
他
の
市
町
村
で
投
票
を
行
う
場
合

q佐
川川
口
に
持
票
所

へ
行
け
な
い

川

山
を
品川
い
た
山
汗
汗
ぞ
添
え
て
、
上

く
だ
さ
い
。
部
送
し
ま
す
。

ま
た
、
万

一

未
行
の
場
合
は
、

各
支
所
ま
た
は

U
支
計
二

F
精

l
i

f

-

-

を
渋
い
て
あ
り

ま
す
の
で
、
お

巾
し
山
川
を
。

ーー'・ー'戸-
--ーー-回，

みんなそろって、きれいな一束。

川
市
選
不
符
瑚
委
川口
A
4

に
山
掠
ま
た

は
郵
送
で
投
出

川
紙
を
前
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
¥

②
政
川沿
川
紙
、

投
川前
川
封
筒
、
.小
心化

行
投
開
示
誕
川
品川
を
本
人
に
邸
込
し
ま

す
。
た
だ
し
、
不
在
者
投
票
証
明
書

は
開
封
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

@
郵
送
会
れ
た
投
県
川
紙

(
hH

紙
の

ち
の
)
、
投

出
川
肘
筒
、
。
小
ゎ
仕
打
持
尚一
川

説
明
M
H
・川
を
持

っ
て
、
持
作
地
の
選
川市h
・

校
内
委
H
H
A
4
で

候
納

行
中
れ
を
仏代打
い
て

段
以
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送

に
は
日
数
'T
.耐火
し
ま
す
の
で
、
小
め

に
下
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ

い
。

-
病
院
な
ど
で
投
票
を
行
う
場
合

.小
作
v
h
位
以

の
で
き
る
施
設

(
指

定
さ
れ
た
術
院
や
在
人
ホ
ー
ム
な
ど
)

に
人
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設
で

不
化
計
投
票
が
で
き
ま
す

の
で

、

施

ぷ
に
山
中
し
川
て
く
だ
さ

レ
。

※
r
小
介
代
行
投

票
所

に
は
、
候
補
行
の

氏
名
を
拘
.が
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

-R不在
者
投
票
の
期
間
と
時
間

-
三
月
六
日
聞
か
ら
同
十
二
日
出
ま

で
の
七
日
間

-
受
け
付
け
は
選
挙
管
理
委
員
会
室

(市
役
所
四
階
)
で
、
土
・
日
曜
を

問
わ
ず
、
午
前
八
時
三
+
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
行
い
ま
す
。

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。
ま
た
、
公
務

員
や
特
定
の
人
は
他
の
法
律
で
禁
止
や
制
限

を
受
け
ま
す
。

「
し
て
立
い
け
な
い

-

・
選
挙
運
動
周
は
が
き
・
;
選
挙
運
動
用
と
し
・

1

1

1

i

1

L

己
主
プ
a
g
E
h
M

て

表

示

を

受

け

た

『

は

が

き

を

候

補

者

か

退

等

選

劃

ら
も
ら
っ
て
、
知
人
な
ど
に
出
す
と
と
が
で

・
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止
・:
選
挙
運
動
に
関

き
ま
す
。
記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
虚
し
て
は
そ
の
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲

偽
や
公
共
の
秩
序
、
善
良
な
世
間
の
な
ら
わ
食
物
(
な
ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
、
そ
の
ま

し
に
反
す
る
と
と
の
な
い
限
り
自
由
で
す
。
ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
例
え
ば
、
料
煙
、

同
一
世
富
市
内
あ
て
の
場
合
の
表
舎
を
は
違
名
弁
当
、
酒
、
ビ
l
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
果
物
、

で
も
よ
い
で
す
が
、
工
場
、
事
業
所
、
会
社
菓
子
な
ど
)
を
個
提
供
す
る
と
と
は
で
き
ま
せ

な
ど
へ
『
御
中
」
ま
た
は
「
御

一
同
様
」
な

ん

。
例
え
ば
、
候
補
者
か
選
拳
運
動
員
や
選

ど
と
書
き
、
回
覧
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
と
挙
運
動
に
使
用
す
る
労
務
者
を
慰
労
す
る
自

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
は
が
き
は
、
郵
的
で
飲
食
を
提
供
す
る
第
三
者
が
候
補
者
を

便
物
の
配
遂
事
務
を

激
励
す
る
た
め
に
、

取

り

扱

う

郵

便

局

の

¥

叫

J

陣
中
一見
舞
い
と
し

窓
口
に
選
挙
郵
便
物
汁
リ
j

l

l

f

図

、

此

て

候

補

者

な

ど

に

A
附
例
民
川
剖

γ
e
f
〆
“
ぱ

γ
入
j
f
J
f

差
出
棄
を
添
え
て
差

F
U巾
ι
J
Y
L
J芳
叫
イ
J

附
飲
食
物
を
提
供
す

hυ
ノ
¥
可

b
r
f」
=

一

世
笥
ん
円
l
k

H

し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圏

一

v
v
足
切
ι
U
湖
る
こ
と
も
い
け
ま

・
個
人
演
談
会
個

-
3
t一
仰

せ

ん

。
陣
中
見
舞

人
演
談
会
で
、
応
媛
¥
け
め
F
φ
h
怯
1
1

船
い
に
清
酒
を
持
つ

演
説
す
る

こ

と

が

で

升

右

必

て

行

く

こ

と

も

、

き
ま
す
。

こ
れ
に
含
ま
れ
ま

・
個
々
函
接
;
・
電
車
や
パ
ス
の
中
、
あ
る
い
す
。
た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
用
い
ら
れ
て
い

は
道
路
上
な
ど
で
、
た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
る
程
度
の
菓
子
は
さ
し
っ
か
茎
究
委
ゼ
ん
。

に
出
合
い
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
克
也

・
一戸
別
訪
問
の
禁
止
-
一
戸
別
訪
問
と
は
、
選

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

準拳+T4
還
動
の
た
め
に
、
逮
続
レ
て
戸
別
に
選
挙

.
帽電略謡
に
よ
る
投
富
察
需
依
頼
.:i.:.柵窓喝
器
諮
拍
で
投
置
票
=
奈
m
+
森
を
府
佐
』
人
の
居
宅
+
を
佐
訪
悶
す
る
こ
と
で
す
(
宮
公
庁
、

依
頼
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
ど
な
た
会
社
、
工
場
、

事
桔
務
伺
所
な
ど
も
一戸
戸
別
の
中
に

で
も
自
由
に
で
き
ま
す
。
は
つ
き
り
候
繍
者
入
り
ま
す
}
可
。
ま
た
、

の
氏
名
を
言
つ
て
投
苗
蒙
一
亘
最
一mm完を1
依
頼
し
て
も
よ
い
そ
の
状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
nりJ
戸
別
と
み
な

し
、
だ
れ
に
か
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

し

さ
れ
る
と
と
も
あ
り
ま
す
。

か
し
、
相
手
の
迷
惑
も
考
え
ず
、
一
人
ょ
が

L

・そ
の
ほ
か
、
署
名
運
動
の
禁
止
、
人
気
役

り
は
、
か
え
っ
て
逆
効
果
に
な
る
と
と
も
あ
富
市
一の
公
表
の
禁
止
、
買
収
饗
(
き
ょ
う
)
応

り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
が
必
要
で
の
禁
止
、
選
拳
妨
害
の
禁
止
、
逮
呼
行
為
の

し
よ

う

。

制

限

、

気

勢

を

張

る

行

出向
こ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
も
、
実
際
に
で
き
為
の
禁
止
、
ポ
ス
タ
ー

る
の
は
、
候
待
者
の
届
出
が
済
ん
だ
と
さ
か
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

だ
れ
に
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

16 2. 広報うえだ6.[ア]
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広報紙、組写真、ビデオが

F 奨励賞を受賞
輸
入
食
昂
の
安
全
テ

ー
マ
に
消
費
者
講
座

••• 
輸
入
食
品
の
安
全
性
、
米
の
輸
入

の
問
題
点
に
つ
い
て
の
講
一
師
会
ぞ
次

の
と
お
り
川
き
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
長
野
県
市
町
村
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
・
広
報
紙
の
部
、
広
報

写
真
の
部
、
広
報
ビ
デ
オ
の
部
で
上

田
市
が
そ
れ
ぞ
れ
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
.

広
報
紙
は
、
在
宅
介
護
を
特
集
し

た
昨
年
9
月

l
a号
H
写
真
訓
"
が
、

ま
た
、
広
報
写
真
(
組
写
真
)
は
昨

年
間
月
同
日
号
の
表
紙
に
掲
載
し
た

『
伝
統
を
{
寸
る

・
鉄
砲
鍛
冶
|
手
先

た
か
品目

自
在
、
撃
を
か
ま
す
」
が
、
広
報
ビ

デ
オ
で
は
昨
年
け
月
沼
田
、
信
越
放

送

(S
B
C
)
で
放
映
さ
れ
た
「
ふ

A
v
b
、，勺

れ
あ
い
上
国
|
櫓
と
港
と
朝
市
と
・
:

姉
妹
都
市
上
級
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入

賞
し
た
も
の
で
す
。

マ
と
き

3
川

5
H
ω
午
後
2
時

か
ら

3
時

ま

で

マ

と

こ

ろ

中

央

公
民
館
(
材
木
町
)
マ
内

容

日

本
消
費
者
連
盟
参
与

・
竹
内
直

一
さ

ん
に
よ
る
「
あ
な
た
の
食
生
活
に
不

安
は
あ
り
ま
せ
ん
か

l
愉
人
食
品
を

eえ
る
|
」

マ

受

講

料

無
料

マ
問
い
合
わ
せ

生

活

応

境

地

(
内

線一

1
3
8
8
)aζ主441

E量

‘諸問la 

~ tír 

3
月
間
臼
に
防
火
管

理
者
「
実
務
講
習
会
」

毎日食べる米 ••• 
マ
と
き

3
H
m
u
伽
午
後
2
時

か
ら
午
後
4
時
初
分
ま
で

マ
と
こ

ろ

中
央
公
民
船
大
会
議
-M

マ
資

格

防
火
作
削
刊
行
の
資
怖
が
あ
る
人

マ
受
講
料
い
燃
料

マ
申
し
込
み

2
月
初
日
闘
か
ら

3
H
同
日

ωま

で
に
消
防
本
部

r防
法

(
岱
@
0
1

1
9
内
線
2
1
7
)
へ
。
定
け
は
1
3

0
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い

上
国
民
俗
芸
能
祭
り

••• 
千
年
の
減
収
史
と
文
化
が
引
き
る
ま

ち
、
上
川
:・
。
そ
こ
に
は
、
市
く
か

ら
民
衆
の
間
で
守
り
伝
え
ら
れ
た
此

抗
な
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
五

教
問
様
、
佼
病
退
散
を
願
っ
て
鯨
わ

れ
る
民
俗
芸
能
を
任
つ
の
川
体
が
.

川
に
会
し
て
第

l
M民
俗
ぷ
能
祭
り

を
捌
き
ま
す
。
入
場
無
料
。

マ
と
き

2
川
初
日

ω午
後
1
時

か
ら

3
時
ま
で

マ
と
こ
ろ

文
化

会
館
大
ホ

1
ル
(
材
木
町

)

マ

出

演

三
頭
獅
子
(
下
之
郷
)
、
万
才
(
塩

。
同
や

L

川
祈
町
)
、
お
酬
明
子
(
岡
山
川
山
)
、
お
か

ぎ
き

・
ね
刺
し
{
奈
・
此
応
)
、
き
さ
ら

附
り
{
保
野
)

マ
問
い
合
わ
せ

紅
会
教
育
課
(
内
統
1
7
2
l
)

ご
寄
付
お
払

存
立
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

マ
糊
カ
ネ
コ
・
コ
ー
ポ
レ

1
シ

ヨ
ン
横
(
俳
品
川
木
川
山
)
卜

.
力
川
社
会
制
祉
法
令
制
U.全

マ
匿
名

十

H
川

尚

齢

者

悩

祉
事
業
仁

マ
茅
野
由
子
様

(
行
門
)
百
万

円
社
会
制
祉
法
令
献
す
~
令
に

マ
日
本
た
ぱ
二
産
業
側
上
国
営

業
所
様
た
ば
こ
の
附
い
位
受

け

卜

制

上

川
城
跡
公
凶
に

マ
中
沢
吉
春
梯

(
川
辺
町
)
マ

ッ
サ
ー
ジ
機
工
川

市
齢
者
悩

祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
平
林
瑠
璃
子
・
由
貴
様

(五

加
)
り
ん
ご

一
新

デ

イ

サ

ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

マ
岩
清
水
農
産
物
直
売
所
一
問

機

・

K
M川
社
会
悩
祉
法
令

制
立
金
に

マ
金
沢
徳
喜
様

(刊訂
清
水
)

一て

万
円
社
会
柄
祉
基
金
樹
立
金

マ
匿
名

絵
向

(
十
日
ヴ
)

一
点

消
明
小
学
校
へ

マ
公
明
党
女
性
局
上
田
支
部
様

タ
オ
ル
千
六

.h
じ
卜
間
本

山
内
社
会
制
祉
施
設
へ
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• 
お年玉付きま手賀はがき

1 '等賞昂の贈呈式
(2月48、上回郵便局)

県
営
住
宅
の
入
居
者

受
付
は

3
月
1
日
J

••• 
県
川
一
ハ
作
℃
の
人
川
行
の
統
.
山
川
か
集

を
行
い
ま
す
。

マ
受
付
期
間

3
円

l
H
肉
か
・
り

阿
川
日
制
ま
で
。
た
だ
し
、
受
付
期

間
中
に
応
停
の
な
か
っ
た
作
℃
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
巾
し
込
み
を
交

け
付
け
ま
す
。

マ
入
居
資
格

川町

内
に
肘
往
ま
た
は
勤
務
し
、
岡
山
す

る
親
族

(
3
か
け
以
内
に
結
婚
を
予

定
し
て
い
る
時
約
者
を
合
む
。)
が
あ

り
、
収
入
が

工
疋
絹
以
下
で
住
宅
に

附
っ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

ω歳
(
女

性
は
叩
歳
)
以

k
の
人
、
身
体
仁
時

計
の
あ
る
人
お
よ
び
午
前
保
護
を
交

け
て

い
る
人
は

.
人
で
も
入
居
で
き

ま

す

。

マ

申
し
込
み

し
し
小
地
方

が
務
川
挫
築
課

(g
a
-
-
2
6
0
)

市
営
住
宅
♂
入
居
者

申
込
は
管
理
課
ま
で

••• 
山
日
刊
℃
の
補
充
人
川
恥
れ
を
次
の

と
お
り
い
り
集
し
ま
す
。
中
し
込
み
は

作
内
認
ま
で
.
ど
う
ぞ
。

マ
募
集
団
地

人
肘
待
ち
の
申
し

込
み
打
の
な
い
同
地
マ
申
し
込
み

受
付
期
間

2
日
間
日
附
か
ら

3
n

幻
日
附
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ

管

内
法
(
内
線

1
5
0
5
)

よ
り
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
宿
っ

て
ど
う
ぞ

庁
防
報
毛
ユ
タ
l

M

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
o

A

意
見
・
提
案
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で

市
で
は
、
「
瓜
総
う
え
だ
」
が
市
民

の
仔
ち
ん
に
、
よ
り
川
崎
し
ま
れ
、
よ

り
読
ま
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

商口問
量
目
を
調
査
する

「計
量
モ
ニ
タ
ー
」

••• 
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
向
品

の
民
円
調
究
含
お
願
い
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格

①
食
料
品
関
係
の

版
光
業
を
杭
ん
で

い
な

い、

ま
た
は

こ
れ
に
舵
わ
っ
て
い
な
い
人
②
朴
.
川

の
会
議

(
5
H

2
州、

7
川
、

l
川
)

に
川
町
で
き
る
人

マ
職
務
内
容

指
定
す
る
問
山
内
に
間
人
し
た
尚
川

の
日
む
を
叶

っ
て
け
誌
に
記
入
し
制

作
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
マ
募
集

人
員

は

人

マ

応
募
方
法

は
が

き
に
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
ん
永
肱
構
成
、
屯
話
帯
り
を
記

入
し
、
「
干
叩
棚
上
川
市
大
手

l
l
u
-

k
u

ト
L
H
H
↑υ凡
X
広
川
UU
マーし
仰木・

¥
q
d
斗

1

2
l

'Iι

Ta''
f
'
I
I

一，ト

ヨd
」

d

t

e

E
E

，

剖
日
山
附
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

尚

i
諜
(
内
線

1
4
0
3
)
 

次
に
よ
り
・
中
成
L

ハ
午
戊
の
広
州
開
モ
エ

タ
ー
を
伐
材
集
し
ま
す
モ
ニ
タ
ー
の

符
さ
ん
に
は
、
広
州
問
に
対
す
る
忠
弘

や
従
後
な
ど
を
お
汚
せ
い
た
だ
き
、

市
民
参
加
的
紙
耐
作
り
の

.
帆
捕
を
判

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
3

マ
応
募
方
法
・
・
ト
必
以
k
の
山

内
仮
住
お
{
公
筏

u
e除
く
)
マ
募

集
人
員

一
般
公
務
ト
人
限
度
マ

任
期
委
似
の
日
か
ら
物
年
---M
... 

卜
一
N
ま
で
マ
職
務
内
容

(1-
モ

ニ
タ
ー
会
議
へ
の
山
山
崎
叩
(
年
ぺ
川削何

度
)
⑦
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
な
ど

円
V

制
開
札
記
念
品

e
m川h
マ
応

募
方
法
は
が
き
に

「仲
間
婦
、
氏
名

(
ふ
り
が
な
}
、
年
船
、
峨
来
、
混
A

4

俳
川ヅ、

可広
州
川
う
え
だ
へ
ひ
と
ニ

t

を
』
い
て
、
:
・
川
2

・卜
一
日
嗣
ま
で

に
絡
将
深
(
一γ
初

k
川
市
大
下

一
l

一一

ー

で
ハ
)
へ
。 マ

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第

二
+
五
団
様

一
万
五
千
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
に

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第

五
団
様

一
万

五

千

円

社

会

制
祉
基
金
積
立
金
に

マ
市
村
福
江
様
(
祈
川
)
-
万

九
千
八
行
じ
卜
円
社
会
一
同
靴

法
令
服
す
.
全
に

マ
塩
田
陶
芸
会
梯
:
:
力
円

社
会
制
祉
法
全
般
hu.全
に

マ
岬
音
楽
事
務
所
様
(
兵
附
叫

州
山
市
)
.
万
九
千
・
:
れ
州
卜

八
川
れ
会
制
祉
法
令
附
す
.
令

マ
手
塚
久
雄
様
(
川
辺
町
)
う

る
ち
米
ト
札
♂
、
制
州
本
、
お

茶
六
本
、
り
ん
ご
.
桁
報
思

京
へ(5
年
日
月
4
日
5
6
年
口
月
日
臼
受
け
付
け
)

秘書課
~4100 内線 1 112

募集人貝/100人(上小、上回合庁)。募集期間/3月4日樹~
25日1&tJ/願書はよ小地方事務所か市高齢者福祉課にあります。県老人大学の学生を募集16 2. 広報うえだ6.[91 
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結氷した須川湖

視
覚
障
害
者
に
対
し

電
気
料
の
一
部
補
助

••• 
た
、
ペ
パ
J

h

k
り

は

吋

;
7
H叶

札'
'
'しV
-
J
-
1
a
r
d

・-a
、J
，est
・

刊
に
な
り
や
イ
レ
同
党

m
w
Rに
刈

し
、
屯
ハ
パ
刊
り
却
を
山
川
仙
川
し
ま
す
。

マ
対
象

次
の
叫
什
に
す
べ
て
中
ー

で
は
ま
る
人
。
-」卜
川
市
内
に
住
所

が

あ

り

中

川
中
心
行
ま
た
は
そ
の

配
間
行
が
同
党
に
行
い
て
、
身
体
陥

ぃ
山
で
は
、

山
UUH

計
千
払
の
l
級
ま
た
は

2
級
の
認

定
を
そ
け
て
い
る

2
・
古
川
孔
犯
約
一
一
存

川
叩
か
川
ア
ン
ペ
ア
以
ド
で
あ
る
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納期限は2月28日何
・固 定資 麓税

4期
(都市計画縦)

・国民健康保険税 8期

便利で確実な口座振替のご利用を

••• 
ぃ山
町
悦
片
品
の
滞
納
処
分
じ
よ
る
、
中
也

話
加
入
艇
の
公
光
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
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マ
と
き

3
川
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U
附
。
人
札
時

川
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午
前
川
時
か
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川
時
川
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ま
で

(
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川
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午
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よ
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こ
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台
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、

本
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滞
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入
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鑑
を
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持
ち
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そ
の
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光
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抗
が
山
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完
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光
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中
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ま
す
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問
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税
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司
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付
合
一
を
交
け
た
人
)

に
、

内

附
総
聞
大

.h
Hの
k
H
状
を
附
ー
し
て

い
ま
す
ω

別
作
ま
で
、

多
く
の
か
た
か
・
ら印
刷

ボ
を
乏
け
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
いぶ北川

ぶ
の
人
は
.卜
叫
あ
て
ま
で
ど
う
ぞ
。

@ 

I 1 マ
1 課 平
I ~ 和
l浩子 祈
112念
古来事
o ~;(業
3 自11特
|文別
:3 JJ'，基
~ I>{会
! 大 業
5ほ務
1 5第

て '1: ~ 
あ，1~~ な 7
り(お O
ま |付、 l
す線約)
。1;)と
G llF 

o 'lfi 
() li 

に di
J ~H. 
t) 1，( 

j;l，: ，iJi-
L、/l/

慣
代
を
担
う
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
へ

|
ご
存
じ
で
す
か
。「フ
ォ
ス
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ー
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今
年
は
、
国
連
が
定
め
た
国
際
家
族
年
。

家
族
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直
す
と
の
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に
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の
向
こ
う
の
世
界
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む
子
と
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た
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に
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う
か
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。
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叶
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と
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入
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-各種検診・基本健康診査の申し込み

'11.，蕊(j{I:./文の外相峨必 (17がん、'''Iiがん、礼がん、
大JJ持がん)の'1'込 ，'F(受1・会状況l制) を2JJ卜.'11)に全}i 
配イ'Iしましたが、すでに'1'し込みはお済みでしょうか。

この ' 1' 込，!?により、 f吋食"会の'2 1i会;1，1;:;児についても訓~í't
しますので、うそ}i必ず1JMI'，してくださ t、。
l>提出方法 'I， j~ ，'F (交法状況，朔)を提lI'r川封筒に
人れ、作1'1~fì 会の )jWに f;~ い、 n ~fì会長または保健 f

~Jjll~(ニ 1JJ ，'I'，してく fごさ t 、 。

-痴呆老人をささえる家族の会

l>とき 2 J J 2811 ()J)'r.後 111年~O分- :3 11.~~O分 bと

ころ 保健センター(市役所，Wi:{'j'2断) l>内容
①介謎体験の11丹しイ~ L 、(z ) 作に líll けての食J拝の工 k ((，: 

℃栄長 1:による、.Jt食もあり)③ 呪人形(ひな人形)
(1 :り l>その他 勺川、必fr'さん本人の参力11もrrJ能で
す。 また介，泌を，(1;:わ る人がL、なL'j持介は、 !t'I}人ポラン

テfアカfML、ますので、いずれの場介も 2)J2111(JJ)ま

でにi民地 {-Ii}j.;~~ (1人j料U~77) へご辿給くださ L 、 。

『噴'

f

、，
、

.• 

康
一一一子

、

健
三一…川…

r

たい~

・斉藤大輝くん
(51)月 ・山口〉

「舎はなんでも口に入れよ

うとします。とにかく元気

がよく、にぎやかですJと-
Bの直美さん。

Ifん

保健診tt

制由R卓安芸宏栓ムモ¥保健予防課
荷↑中ド早口否水炊ヱミ ¥i乞(内線1375)

ι¥  A ¥ 

1>とき 2 112 11 J(1;)'J"，iij 1 11年:{O，}-:{ 11年~Oう} 1>と

ころ di ~'Hd・ 会内'i( 2附大会議f:) 1>内容 T'I"I~E病
院I川院I主.j:ji，恥~k '.ちんによる品iiiir心を病む1:.u:. 
~礼会のなカ・で1'<に'1:きていくためには-J

保健予防課(内線 1374)

-若さを知る目安 r釜本健康診査J

平成 5~芋 12月までに基本健康診査(血圧や血

液、尿、眼底、心電図などの検査)を受けた人

は3，578人、うち生活習慣の指導を受けた人は

1，435人(40%)、治療が必要な人884人(25%)と
なっています。

指導、治療が必婆とされた人の内訳は次のと

おりです。

(1)血圧=965人 (gJ心電図=321人③肝疾患=
165人 '41糖尿病=164人 (5)貧血=160人 ⑥管機
能障害=57人

基本健康診査は、 40歳以よの人が市内の医療

機関で受けられます。(受診料は1，000円 70歳
以上は無料)

・9%の人が治療が必要「子宮かん検診J
平成 5~手 12月までに子宮がん検診を受けた人

は1，517人、うち異常のなかった人は950人 (63
O/O)、なんらかの異常があった人427人(28%)、

治療が必要な人140人(9 <?o)となっています。

子宮がん検2舎は、 30歳以上の人が市内の産婦

人科のある医療機関で受けられます。(受診料lま

1，000円 体がん検診は700円加算 70銭以上は
無料)

基
本
健
康
診
査
・
子
宮
か
ん
検
診
の
結
果

l>受付時間 いずれも午後 1時-21時 l>持ち物

母子能成下帳、パスタオル(.1・10か月児)、歯ブラ 5

( 1 歳 6かJJ 兇)0 1 I議6か月児は、赤ちゃん手帳の中

仁ある能成，Sft尽に記入してお持ちくださいo 3歳児
の雌j礼法究訴は、様式が変わりました。 また、視聴党

検1・2のアンケートも加わりましたので用紙ーをお送りし
ます。ご記入のうえ世ßJJ~診任におmかけください。

.3月の乳幼児健康診査

-保健センター (市役所南斤舎2階)

健 診 実施日 生 年 月 日 つ
:3 JJ R 11 !). 10. 16-10. ;31 

カ・ J J 
:~ J J 22 11 !). 11. 1-11. 15 

円
:~ J J 1 11 r ・). .1. Hi-.. 1.. 30 

10 カ・
~ J J 2111 5 . 5. 1-5. }!) 

H涜()カ・JJ
:3 J J 9 11 8. 16-8. 31 

a J J 23 11 ] - 9. 15 

j議
:~ JJ2 11 ~ . 2. }-2. 15 

3 
3 JJ 18 I1 2. 16-2. 28 1 

日
一日
一
日

(塩田地区)

3. 10. 16-:1. 

3. -1. 16-5. 

-1. I. 16-9. 

:3 JJ 2911 

タンセ康
.
健
川
川
一
川

子

一

か

母

か

か

一6

国

一議

塩

i
m
-
-

• 

[12] 16 2. 広報うえだ6，乳房手術経験者のかたはどうぞ。 /3月3日間午後11袴30分-/保健
センター(市役所南庁舎2階)/内容は医師の講話、話し合いなど

日
一
日
一
日

16-11. 

16-5. 

8. 16-9. 

3 JJIHI 

(川西地区)

5. 10. 

5. -1. :~ n 2511 

-川西社会福祉センター

4 カ・ J J 
10 ヵ. JJ 
U~() カ・円

「やすらぎの会」ヘ
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